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合
併
前
の
妻
沼
、
大
里
の

区
長
要
望
書
に
つ
い
て

観
光
事
業
へ
の

取
組
に
つ
い
て

妻
沼
西
部
工
業
団
地
へ
の

企
業
の
進
出
状
況
に
つ
い
て

健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

利
用
促
進
策
に
つ
い
て

財
政
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
、
増

便
は
困
難
で
あ
る
。
②
す
で
に
地

元
か
ら
要
望
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
平
成
十
八
年
度
中
、
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。（
企
画
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
障
害
者
自
立
支
援
法
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
」
ほ
か

戸
井
田
　
邦
　
夫
　
議
員

問
①
合
併
前
に
受
理
し
た
生

活
道
路
・
排
水
路
等
の
整

備
に
関
す
る
区
長
要
望
書
の
対
処

は
②
要
望
事
項
の
実
施
時
期
は
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。

答
①
要
望
書
は
、
新
市
に
対

す
る
も
の
と
受
け
と
め
旧

二
町
か
ら
新
市
へ
引
き
継
い
で
い

る
が
、
新
市
全
体
を
見
渡
し
た
中

で
、
公
平
な
判
断
の
も
と
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
②
今
後
の
財
政

状
況
及
び
必
要
性
、
緊
急
性
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
均
衡

あ
る
基
盤
整
備
が
図
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。（
道
路
課
）

牛
　
込
　
志
津
江
　
議
員

問
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る

妻
沼
聖
天
堂
の
大
改
修
に

よ
り
熊
谷
市
が
一
大
観
光
地
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
の
設
置
に
向
け
た

市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
昨
年
、
め
ぬ
ま
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推

進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

妻
沼
聖
天
山
本
殿
を
中
心
市
街
地

活
性
化
の
鍵
と
と
ら
え
た
周
辺
環

境
整
備
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り

等
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
国
会

で
審
議
中
の
改
正
中
心
市
街
地
活

性
化
法
案
で
は
、
認
定
構
想
推
進

事
業
者
に
つ
い
て
商
工
会
議
所
や

第
三
セ
ク
タ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
会

社
を
傘
下
に
加
え
る
中
心
市
街
地

活
性
化
協
議
会
の
設
置
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
同
法
の
改
正
内
容
を

見
据
え
て
対
応
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。（
商
業
観
光
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
休
日
・
夜
間
急
患
診
療
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て
」
ほ
か

鈴
　
木
　
　
　
進
　
議
員

問
安
心
安
全
な
農
産
物
の
生

産
の
た
め
に
、
め
ぬ
ま
有

機
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
る
堆
肥

の
利
用
を
促
進
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答
本
市
で
は
、
農
協
等
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

化
学
肥
料
や
農
薬
を
五
〇
％
以
上

少
な
く
し
た
安
心
・
安
全
な
特
別

栽
培
農
産
物
の
生
産
を
推
進
し
て

い
る
。
土
作
り
の
観
点
か
ら
も
有

機
堆
肥
の
利
用
は
有
用
で
あ
り
、

同
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ
る
良
質

な
有
機
堆
肥
を
活
用
し
、
高
付
加

価
値
野
菜
と
し
て
の
差
別
化
も
視

野
に
入
れ
た
、
よ
り
一
層
の
産
地

づ
く
り
と
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
き
た
い
。（
農
業
振
興
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
展
示
館
（
妻
沼
）
の
利
用
に
つ
い
て
」

松
　
本
　
貢
市
郎
　
議
員

問
平
成
十
八
年
度
予
算
案
に

お
け
る
土
木
費
の
割
合
は
、

十
三
年
度
に
比
べ
て
約
一
〇
％
の

減
だ
が
、
今
後
の
土
木
行
政
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
国
体
関
連
事
業
の
完
了
等

に
よ
り
基
盤
整
備
事
業
は

一
時
的
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か

し
、
合
併
に
伴
う
地
域
の
連
携
強

化
や
市
民
生
活
の
向
上
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
生
活
道
路
等
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
る
が
順
次
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
幹
線
道
路
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債
を
で
き

る
だ
け
活
用
し
、
計
画
的
に
優
先

順
位
を
定
め
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。（
管
理
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
・
多

動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
あ
る
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
本
市
の
支
援
・
指

導
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
」
ほ
か

常
　
見
　
　
　
勝
　
議
員

問
河
川
敷
の
野
焼
は
、
埼
玉

県
生
活
環
境
保
全
条
例

で
、
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

禁
止
規
定
の
適
用
除
外
と
し
て
行

わ
れ
る
際
の
支
援
窓
口
を
市
に
設

置
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答
野
外
焼
却
は
、
同
条
例
で

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る

が
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

そ
の
施
設
管
理
を
行
う
た
め
に
必

要
な
焼
却
等
は
、
禁
止
規
定
の
適

用
除
外
に
な
る
。
野
外
焼
却
の
実

新
市
に
お
け
る

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

都
市
基
盤
整
備に

つ
い
て

市
街
地
の
道
路
と

排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

河
川
敷
の
野
焼
の
支
援

及
び
手
続
き
に
つ
い
て

第
二
北
大
通
線
に
つ
い
て

施
に
つ
い
て
は
、
飛
散
す
る
焼
却

灰
や
煙
害
等
、
近
隣
住
民
や
環
境

へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
草
刈
の
実

施
を
河
川
管
理
者
に
要
請
し
て
い

く
。
ま
た
、
同
条
例
の
禁
止
規
定

の
適
用
除
外
と
な
る
野
外
焼
却
に

つ
い
て
は
、
安
心
安
全
課
が
窓
口

に
な
り
関
係
部
署
と
調
整
を
行
っ

て
い
き
た
い
。（
安
心
安
全
課
）

竹
　
井
　
一
　
正
　
議
員

問
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文

化
等
、
足
元
に
あ
る
人
材

や
資
源
を
活
用
し
、
持
続
可
能
で

内
発
的
な
発
展
を
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

答
地
域
の
人
材
や
資
源
等
の

内
な
る
力
を
最
大
限
引
き

出
す
た
め
に
、
市
民
と
の
協
働
と

い
う
考
え
方
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
旧
熊

谷
市
で
設
置
し
て
き
た
校
区
連
絡

会
を
大
里
、
妻
沼
地
域
に
も
設
置

す
る
こ
と
や
、
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
制
定
等
に
お
け
る
市
民
委

員
の
参
加
に
よ
り
、
内
発
的
な
発

展
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
可

能
に
し
て
い
く
。（
企
画
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
教
育
行
政
に
つ
い
て
」
ほ
か

森
　
　
　
新
　
一
　
議
員

問
県
企
業
局
が
造
成
し
た
妻

沼
西
部
工
業
団
地
に
つ
い

て
①
企
業
誘
致
の
状
況
は
②
仮
に

企
業
誘
致
が
完
了
し
た
場
合
の
税

収
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。

答
①
同
工
業
団
地
の
分
譲
総

数
は
二
十
五
区
画
、
分
譲

対
象
面
積
は
約
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
本
年
二
月
末
現
在
、
分
譲

済
が
七
区
画
、
分
譲
率
は
約
三

六
・
五
％
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
合
併
を

機
に
新
た
に
産
業
振
興
課
を
設
置

し
、
県
や
県
企
業
局
と
協
力
し
て

企
業
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
②
固
定
資
産
税
や
法
人

市
民
税
等
、
概
ね
五
億
円
程
度
が

見
込
ま
れ
る
。（
産
業
振
興
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
元
気
な
街
熊
谷
を
目
指
す
観
光
事

業
に
つ
い
て
」
ほ
か

礒
　
　
　
　
　
修
　
議
員

問
荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部

事
務
組
合
の
健
康
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
①
利
用
状

況
は
②
起
債
償
還
額
は
③
維
持
管

理
経
費
は
④
今
後
の
利
用
促
進
策

は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。

答
同
組
合
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
①
一
日
当
た
り
の
利
用

者
は
約
九
十
七
人
で
あ
る
。
②
起

債
償
還
額
は
元
利
合
計
で
約
六
億

五
千
万
円
で
あ
り
、
現
時
点
で
本

市
の
負
担
は
四
四
・
六
％
で
あ

る
。
③
維
持
管
理
経
費
は
約
七
千

九
百
九
十
万
円
で
あ
り
、
使
用
料

収
入
約
千
九
十
万
円
を
差
し
引
い

た
約
六
千
九
百
万
円
を
本
市
と
江

南
町
で
負
担
す
る
。
④
市
内
循
環

バ
ス
の
乗
入
等
に
つ
い
て
同
組
合

に
伝
え
て
い
く
。（
環
境
衛
生
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
合
併
特
例
債
の
発
行
予
定
に
つ
い
て
」

新
　
井
　
清
　
次
　
議
員

問
児
童
数
や
籠
原
中
央
第
二

土
地
区
画
整
理
事
業
の
完

了
を
考
慮
し
て
、
籠
原
小
学
校
と
三

尻
小
学
校
の
通
学
区
域
の
見
直
し
を

行
う
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
籠
原
小
学
校
区
で
は
、
開

発
に
よ
る
人
口
の
増
加
が

当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ
た
た

め
、
現
在
、
三
尻
小
学
校
や
新
堀

小
学
校
区
へ
の
通
学
区
域
を
見
直

す
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年

度
に
町
字
等
の
変
更
が
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
三
尻

小
学
校
と
籠
原
小
学
校
の
区
域
の

境
界
を
現
状
の
道
路
等
の
分
か
り

や
す
い
形
で
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。（
学
校
教
育
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
幹
線
第
三
号
線
の
延
長
部
分
の

早
期
着
工
に
つ
い
て
」

橋
　
本
　
勝
　
三
　
議
員

問
熊
谷
市
と
旧
大
里
町
当
時

の
生
活
道
路
整
備
要
綱
は

大
き
く
異
な
る
。
そ
こ
で
、
大
里

地
区
の
道
路
整
備
等
に
対
す
る
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
い
た
い
。

答
幹
線
道
路
を
主
体
と
す
る

道
路
整
備
は
、
新
市
建
設

計
画
や
市
長
の
政
策
提
言
な
ど
を

踏
ま
え
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
生
活
道
路

等
に
つ
い
て
は
、
市
民
か
ら
の
要

望
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
市
全
体

の
中
で
、
必
要
性
や
緊
急
性
な
ど

を
勘
案
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
均

衡
あ
る
整
備
が
図
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。（
道
路
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
保
育
所
の
安
全
性
に
つ
い
て
」

ほ
か

泉
　
　
二
　
良
　
議
員

問
①
メ
モ
リ
ア
ル
彩
雲
の
南

か
ら
国
道
四
〇
七
号
ま
で

の
延
伸
計
画
と
全
線
の
進
ち
ょ
く

状
況
②
周
辺
取
付
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。

答
①
東
武
熊
谷
線
跡
地
ま
で

の
約
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
を

第
一
期
整
備
区
間
と
し
、
平
成
十

八
年
度
は
測
量
等
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
決
定
さ

れ
た
全
長
六
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、
四
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
供

用
開
始
し
て
い
る
。
②
生
活
道
路

は
、
無
理
な
く
幹
線
道
路
へ
の
出

入
り
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
形
状

と
し
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路

等
は
、
警
察
と
の
協
議
に
よ
り
、

交
差
道
路
の
整
備
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
る
。（
道
路
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
新
た
な
経
営
所
得
安
定
対
策
」

笠
　
原
　
秀
　
雄
　
議
員

問
①
現
在
の
状
況
は
②
有
識

者
等
を
含
め
た
検
討
結
果

と
市
長
へ
の
提
言
、
関
係
機
関
と

の
連
携
は
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。

答
①
事
業
主
体
の
県
は
、
当

初
の
計
画
の
と
お
り
で

は
、
整
備
困
難
と
の
意
向
を
示
し

て
い
る
が
、
地
元
の
本
市
と
し
て

は
、
暫
定
活
用
を
含
め
、
商
業
施

設
や
企
業
等
の
立
地
を
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
②
県
が

大
型
公
共
事
業
の
抑
制
方
針
に
転

じ
る
中
、
本
事
業
の
推
進
が
困
難

と
な
り
、
平
成
十
六
年
度
以
降
、

検
討
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
機
関
等

と
の
連
携
を
は
じ
め
と
し
た
庁
内

で
の
具
体
的
検
討
に
は
至
っ
て
い

な
い
。（
産
業
振
興
課
）

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

「
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て
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区
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見
直
し
に
つ
い
て
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